
 
 



 

      はじめに 

 

   全国的に、女性が被害に遭う凶悪な犯罪は後を絶たず、山口県内において 

 も、いたる所で性犯罪は発生しています。 

   また、その前兆事案的な声かけやつきまといは、増加傾向にあり、これらの 

 行為者が行動をエスカレートさせて性犯罪に及ぶことも懸念されています。 

   

   この冊子は、女性が性犯罪の被害に遭わないために、性犯罪の事例や、防犯 

 上のチェックポイント、被害に遭った場合の対応方法などについて紹介してい  

 ます。 

   

   この冊子を手にした方が、少しでも防犯対策に興味を持ち、性犯罪被害防止 
 のための知識を得て、それを日常生活に役立てていただければと思います。 

 そして、その知識をあなたの周りの大切な家族、友人、同僚などにも是非伝え  

 て欲しいと思います。 

 

 

子ども・女性安全対策班の紹介 

 

   山口県警察では、声かけやつきまといなど、強姦や強制わいせつなどの性 

 犯罪にエスカレートする前の段階で行為者を特定し、検挙または指導・警告 

 を し て 、 子 ど も や 女 性 を 対 象 と す る 性 犯 罪 等 を 未 然 に 防 止 す る た め 、 平 成  
 ２１年４月１日、山口県警察本部生活安全企画課に「子ども・女性安全対策班」 

 を設置しました。 

  

  子ども・女性安全対策班は、これまでに、県内各地で発生した声かけやつ 

 きまとい事案などの多数の事案に対応し 

   

    ◇ 買 い 物 中 の 女 性 に 痴 漢 行 為 を し た 男 を 、 山 口 県 迷 惑 行 為 防 止 条 例 

     違反で検挙 

    ◇ 登校中の女子高校生数人に下半身を見せつけた男を、公然わいせつ 

   で検挙 

  ◇ 下校中の小学生女児に声をかけた男を、指導・警告 

    ◇ 仕事帰りの女性を車でつきまとった男を、指導・警告 

 

 などを行い、子どもと女性を守る活動を行っています。 

 

  また、県内の高校や大学、女性の多い職場において「性犯罪被害防止教室」 

 を開催し、山口県内の性犯罪の現状や防犯対策を知ってもらい、簡単な護身 

 術を行うなど、自主防犯意識の向上に努めています。  
 

 



 



 



 





 
 



 
 





 
 



 


